




である 1。本論文の分析は、Mira Max 社の DVD、Bride and Prejudice に基づいている。
『ブライドと偏見』は、題名からも明らかなように、ジェイン・オースティンの小説『高慢と偏見』
(Pride and Prejudice) を下敷きにしており、映画のエンディングには Inspired by Jane Austen’s 
Pride and Prejudice と示される。なお、本映画は日本では公開されておらず、また DVD も販
売されていないため邦題が定まっていない。山下・岡光（2010:13）では『花嫁と偏見』と訳し
ており、英語との対応ではこれがわかりやすいが、本稿では『ブライドと偏見』と訳している。
これは Bride and Prejudice が Pride and Prejudice を踏まえていることを音の類似が明確にな








る映画『ベッカムに恋して』(Bend it Like Beckham, 2002) が代表作として知られている。



















2 作目の『ワッツ・クッキング』(What’s Cooking?) は 2000 年の映画で、ロサンゼルスの 4 家
族の様子を感謝祭のディナーを舞台に描いている。






そして 2004 年に公開されたのが『ブライドと偏見』である。この映画については第 3 節で詳
しく扱う。
2006 年の『パリ、ジュテーム』(Paris je t’aime) は、パリを舞台にした 18 の短編のオムニバ
ス形式の映画である。そのなかでチャーダはセーヌ河岸を舞台にした短編で、イスラム教徒の移
民女性を描いている。

























































































































的に『ブライドと偏見』が大きく影響を受けていると考えられる 1995 年の BBC 放送のドラマ

















































と悪役のウィッカムであることも、特徴的である。前述のように 1995 年の BBC のドラマ『高慢












ダーシーはこうした光景に驚きを発する。 “What do you mean it’s a little bit like New York? 
, . .Jesus Balraj, where the hell you brought me?” ここでは“little”の /t/ が有声音化し、York
の母音は /r/ が発音されているなど、アメリカ英語の特徴の現れた話し方で、このスーツを着た
男がアメリカからやってきたのだということを強く印象付ける。
その後場面は郊外のバクシ家の家 ( 門柱に BAKSHI VILLA と書いてある ) に移る。庭のある
平屋の一戸建てで、白い石造りの壁が、イングランドの小さなカントリーハウスのたたずまいを
連想させる。屋内では、バクシ家の女性たちが身づくろいをしている。　“Hurry up silly girls. 
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We must make sure Jaya meets this Mr. Balraj from London before anyone else.” ここでは
We の子音 /w/ が有声化しており、before の最後に /r/ が強く発音されている。また、全体的
に強勢のある音節が多く、イントネーションも特徴的である。
そしてこうした母親を冷ややかにみているのが主人公のラリータである。 “All mothers think 
that any single guy with big bucks must be shopping for a wife.”というラリータの台詞は、『高
慢と偏見』のよく知られた冒頭の一文　“It is a truth universally acknowledged, that a single 
man in possession of a good fortune must be in want of a wife.”（財産があって独身の男という
ものは妻を探しているに違いない、というのは一般に認められた真実である）を、口語的な表現
（guy, bucks, shopping for a wife）を用いており、また、オースティンの原文では敢えて a truth 




している台詞 “His sister is looking so lovely.  So fair, no?”や、冒頭の友人の結婚式後のパーティ






























3 　 Bhaji はカレーの一種。またウルドゥー語の年上の女性に対する敬称 Baaji ともかけている。
4 　 原作小説は Louise Rennison のティーン向け小説 Angus, Thongs and Full-Frontal Snogging と It’s 
OK, I’m Wearing Really Big Knickers.　映画原題の Angus は主人公の猫の名前、thongs は主人公
のライバルがはいている下着、perfect snogging は主人公が練習している「完璧なキス」。
5 　 『パリ・ジュテーム』DVD パンフレット。
6 　 チャーダは DVD の監督コメンタリーでこの場面についてシーク教のモスクが自分にとってロンド
ンを撮る際の大事な場所であることに言及している。
7 　 榎木薗 (2012) p.9。
8 　 山口（2013） p.142。
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